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本日の予定
• SDLとは？（Android Autoと比較しながら）

• SDLのしくみ

• SDLアプリ開発の実際

• SDLアプリコンテストの紹介



SDLとAndroid Autoとの比較（その１）
•目的はほとんど同じ

• 車内（あるいは車上）で安全に、かつ快適に、スマホアプリ
を利用できるようにする



SDLとAndroid Autoとの比較（その２）
•基本的な操作方法はだいたい同じ

• 車載機との接続により車内用ディスプレイ利用

• 車のハンドルなどに備え付けのスイッチ類も利用

• ボイスコマンドによる操作が可能



SDLとAndroid Autoとの比較（その３）
•想定基本アプリケーションもだいたい同じ

• カーナビ（目的地設定）

• 音楽プレーヤー

• ハンズフリー通話

• その他



SDLとAndroid Autoとの比較（その４）
•動作形態には違う部分もある

• Android Autoはスマホ単独でも動作

• SDLは必ず車載機が必要



SDLとAndroid Autoとの比較（その５）
•ユーザーインターフェースの制限

• Android Autoは車載機があってもスマホ側での操作が可能
（制限付）

• SDLは車載機と接続するとスマホ側の操作は完全にロックさ
れる



SDLとAndroid Autoとの比較（その６）
•ユーザーインターフェースの設計

• Android Autoはスマホアプリと車載機で共有

• SDLは車載機専用のUIを新たに設計する必要がある



SDLとAndroid Autoとの比較（その７）
•クルマとの関わり方の違い

• Android Autoは車の走行情報を収集しない？

• SDLはアプリから車の走行情報にアクセスすることも可能



SDLとAndroid Autoとの比較（その８）
•サポートするデバイス（スマホ）の違い

• Android AutoはAndroidのみ
• Google主導
• Autoはプロプライエタリ（を含む）？

• SDLはAndroidとiOS、その他…

• SDLコンソーシアム主導
• オープンソース



SDLとAndroid Autoとの比較（その９）
•サポートする車両の種類の違い

• Android Autoは４輪車のみ？

• SDLは４輪車に加えて２輪車にも注力



SDLとAndroid Autoとの比較（その10）
•サポートする自動車メーカーの違い

• Android Autoはトヨタを除く多くの自動車メーカー＋車載機
メーカー

• SDLはトヨタを中心とする多くの自動車、バイクメーカー＋
車載機メーカー



SDLのしくみ
•コアとプロキシ

•２つの動作モード

•複数の接続方法

•車両データへのアクセス



コアとプロキシ



２つの動作モード
•通常モード

• テンプレートによるUIレイアウトを選択
• 情報提供系アプリ

•プロジェクションモード
• スマホ画面をそのまま車載器に投影

• カーナビアプリ



複数の接続方法
• USB

• Bluetooth

• TCP/IP（開発時のみ？）



車両データへのアクセス
• 位置情報

GPSデータ

• 駆動
• 速度、エンジン回転数、燃料残量、燃費、ギア、走行距離、トルク、アクセル

• シャーシ
• ブレーキ、ハンドル舵角

• ボディ
• 外気温度、車両識別番号、空気圧、シートベルト状態、ボディ状況...

• 緊急
• eCall、エアバッグ、車両データ、緊急コールの発動状況

• デバイス
• スマホの機器状況



SDLアプリ開発の実際
•車載機エミュレーターの確保
•プロジェクトのベースを確保
• Androidアプリ開発環境の準備
• UIテンプレートの選択
•任意の文字列を表示する
•ソフトボタンを設定する
•アラートを表示する
•メニュー項目を設定する



Androidサンプルプロジェクトの入手



SDLアプリコンテスト


